
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐賀県は中国遼寧省の省都、瀋陽市に代表事務所を開設。古川知事はパートナーシ

ップ協定に調印し、王珉党書記と会談。遼寧省経済、観光をはじめ、科学技術、文化、

教育など分野で交流を進めていくことになった。県代表団の一員として佐賀日中友好

協会県理事長堤清行氏が参加し、その時の写真を掲載しています。 

           訪中期間：2011 年 10 月 25 日（火）～28 日（金） 

【右上】新設県事務所で現地 

採用の女性事務官と記念撮影。

佐賀県日中 堤理事長 

古川知事：「医薬品分野、同省で盛ん

な温泉開発での技術協力。有田焼の

輸出のほか、佐賀や日本に来てもら

いたい。」 

王珉党書記：「バイオ製薬、農業技術、

農産物加工技術などを核に経済交流

をしたい。」と日中両国とも今後の交

流発展に期待。 

県事務所開設記念テープカット。（中央）古川知事 

（知事左）遼寧省外事弁公室・孫副主任・（右端）北島新所長

 

作成日：2011 年１１月 

現地工場団地管理部との会談 

瀋陽伊勢丹デパート入口 瀋陽伊勢丹デパート内「佐賀の物産展示会場」 

筒井氏（有田町）による碗琴演奏 

開設記念レセプションでの音楽学

院生による音楽演奏。日本側から

は剣道演舞、碗琴演奏で開設を祝

開設セレモニー会場 

県随行団と同省側合わせ

て３００人が出席。 
遼寧省王珉党書記による歓迎挨拶


